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デ
デ

地
元
業
界

保
安
・
復
旧
に
全
力

津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
岩
沼
市

日

燃えるＪＸ仙台製油所＝ 日。 日には
鎮火した

茨 城

避
難
所
支
援
ス
タ
ー
ト

津
波
被
害
や
液
状
化
も

緊急点検や配送であわただしく充填所と供給先を
行き来する エネサンス関東鹿嶋事業所 ＝ 日

自
社
（
小
沼
石
油
店
）
の
事
務
所
で
震
災
対
応
を

急
ぐ
小
沼
求
・
茨
城
県
協
鉾
田
支
部
長

日

明
治
商
会
日
立
支
店
（
日

立
市
、
鈴
木
豊
支
店
長
）
が
、

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
地
元

小
学
校
へ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
を

開
始
し
て
い
る
。
ガ
ス
こ
ん

ろ
と
容
器
を
セ
ッ
ト
に
し
、

温
か
い
食
べ
物
の
提
供
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

日
立
支
店
の
充
填
所
は
損

傷
が
な
か
っ
た
が
、

日
夜

ま
で
続
い
た
停
電
・
断
水
が

作
業
を
困
難
に
し
た
。
そ
れ

で
も

日
か
ら
全
員
出
社
で

復
旧
作
業
を
開
始
。
家
庭
用

の
復
帰
作
業
を
継
続
す
る

が
、

日
夕
方
現
在
「
大
分

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
状

況

（
安
藤
茂
樹
業
務
部
長
）

と
い
う
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
調
達

は
、
多
少
遅
れ
る
も
の
の
数

量
は
確
保
で
き
て
い
る
。
日

立
市
は
一
部
で
停
電
が
続
い

て
お
り
、
都
市
ガ
ス
の
復
旧

も
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
様

子

「
お
客
さ
ま
が
『
電
気

や
都
市
ガ
ス
が
使
え
な
い
な

か
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
使
え
て
本

当
に
よ
か
っ
た
』
と
言
っ
て

く
れ
る
の
が
う
れ
し
い

（
同

。

茨
城
県
協
会
の
担
当
者
は

日

「
県
内
で
大
き
な
事

故
の
報
告
は
な

い
」
と
語
っ
た
。

茨
城
県
内
で
も

ガ
ソ
リ
ン
不
足
が

顕
著
に
な
っ
て
い

る
。
給
油
制
限
や

営
業
を
停
止
す
る

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド

が

相

次

ぎ

「
協
会
に
『
点
検

に
行
き
た
く
て
も
車
が
動
か

な
い

『
ガ
ソ
リ
ン
を
入
手

で
き
な
い
か
』
と
い
っ
た
問

い
合
わ
せ
が
来
る

（
担
当

者
）
状
況
だ
。

茨
城
県
協
会
は
、
県
の
公

安
委
員
会
か
ら
合
計

枚
の

緊
急
車
両
証
明
書
を
も
ら
っ

て
い
る
。
同
証
明
書
が
あ
れ

ば
、
緊
急
車
両
用
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
で
き

る
。
各
支
部
を
通
じ
配
布
し

て
い
る
が
、
協
会
会
員
数
は

１
千
を
超
え
て
お
り
、
圧
倒

的
に
足
り
な
い
。
日
立
市
内

の
警
察
署
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事

業
者
の
要
請
に
応
え
て
新
た

に
証
明
書
を
発
行
し
た
よ
う

だ
が
、
こ
う
し
た
対
応
が
さ

れ
る
か
は
各
自
治
体
や
警
察

署
に
よ
っ
て
異
な
る
。

温
か
い
食
べ
物
提
供

緊
急
車
証
明
が
不
足

配
送
業
務
を
再
開

製
油
所
被
災
で
供
給
難
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ｈ
ｈ
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ｈ
ｈ
ｈ

極
限
状
況
も
物
資
提
供

▽

日

伊
藤
忠
エ
ネ
ク

ス
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
東
北
は

日
、
仙
台
市
か
ら
災
害
時
支

援
協
定
に
基
づ
く
避
難
所
へ

の
物
資
提
供
の
要
請
を
受
け

た
。
協
定
で
は
同
社
か
ら
２

・
５
㌔
㍍
以
内
の
避
難
所
に

直
接
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
圏
外
の
宮
城
野

区
安
養
寺
の
県
消
防
学
校
に

６

一
括
移
送
を
要
請
さ
れ

同
日
中
に
運
び
入
れ
た
。
市

が
避
難
所
の
状
況
を
見
な
が

ら
設
備
搬
入
先
を
決
め
る
模

様
。
現
場
で
同
社
員
が
供
給

設
備
を
立
ち
上
げ
る
が
、

日
昼
過
ぎ
の
時
点
で
そ
の
要

請
は
な
い
。

同
社
は

日
、
仙
台
市
か

ら
協
定
に
定
め
た
設
備
提
供

以
外
に
５
㌔
容
器
へ
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
充
填
を
要
請
さ
れ
た
。

市
所
有
の
５
㌔
容
器
を
用
い

て
避
難
所
で
煮
炊
き
が
行
わ

れ
て
い
る
た
め
の
よ
う
だ
。

こ
れ
に
対
し
同
社
は
、
配

送
車
両
の
軽
油
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
容
器
１
９
０
本

を
一
括
で
運
び
込
め
る
、
ま

た
は
各
区
に
（
５
カ
所
か
ら
）

１
回
で
運
び
込
め
る
条
件
で

な
ら
応
じ
た
い
と
回
答
し
て

保
留
と
な
っ
て
い
る
。

宮
城
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は

津
波
で
流
さ
れ
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

容
器
な
ど
高
圧
ガ
ス
容
器
の

回
収
や
保
管
に
つ
い
て
、
県

を
通
じ
て
東
北
防
衛
局
と
協

議
し
て
い
る
。
陸
上
自
衛
隊

王
城
寺
原
演
習
場
（
大
和
町
、

大
衡
村
、
色
麻
町
）
に
一
時

保
管
し
て
も
ら
う
案
が
有
力

と
な
っ
て
い
る
。

宮
城
県
協
会
は
、
地
震
時

と
停
電
時
の
ガ
ス
使
用
に
つ

い
て
県
民
に
広
報
す
る
よ
う

県
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
要
請
し
た
。

マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
の
復
帰

方
法
以
外
の
広
報
内
容
は

「
ガ
ス
く
さ
か
っ
た
り
ガ
ス

漏
れ
警
報
器
が
鳴
っ
て
い
る

と
き
は
換
気
を
し
、
換
気
扇

や
照
明
な
ど
の
電
気
製
品
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
な
い
」「
揺

れ
が
収
ま
っ
た
後
、
容
器
バ

ル
ブ
を
閉
め
る
」
「
容
器
が

鎖
で
固
定
さ
れ
て
い
る
か
確

か
め
る
」
「
停
電
時
は
換
気

扇
が
動
か
な
い
た
め
、
や
む

を
得
ず
使
用
す
る
と
き
は
換

気
に
十
分
に
気
を
つ
け
る
」。

▽

日

宮
城
県
協
会
は

会
員
の
安
否
の
確
認
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
く
、
相
手
が
出
る

の
は
１
〜
２
割
と
い
う
。

青
森
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
黒
澤
吉
典
会
長
）
は
、
全

事
業
者
の
従
業
員
の
無
事
を

確
認
し
た
。

【
仙
台
支
局
】
▽

日

東
日
本
大
震
災
は
東
北
各
地

に
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え

た
。
地
震
発
生
直
後
、
Ｊ
Ｘ

日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
仙
台

製
油
所
は
出
荷
ヤ
ー
ド
か
ら

出
火
し
、
石
油
タ
ン
ク
が
燃

え
て
い
る
模
様
（

日
午
後

に
は
鎮
火

。
Ｌ
Ｐ
Ｇ
低
温

タ
ン
ク
は
現
在
無
事
。
Ｊ
Ｘ

社
員
も
現
場
に
入
れ
な
い
状

態
だ
。
同
製
油
所
か
ら
は
東

北
Ｌ
Ｐ
Ｇ
需
要
の
６
〜
７
割

が
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

阪
神
大
震
災
で
被
災
し
た

神
戸
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
基

地
、
エ
ム
・
シ
ー
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
（
現
デ
ィ
・
エ
ム
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
）
が
復
旧
に
長
期

間
を
要
し
た
が
、
仙
台
製
油

所
の
打
撃
が
心
配
だ
。
塩
釜
、

小
名
浜
、
八
戸
、
釜
石
の
２

次
基
地
も
被
災
し
て
使
用
で

き
な
い
。
青
森
、
秋
田
、
新

潟
か
ら
の
手
当
て
が
考
え
ら

れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
東

北
業
界
は
今
、
供
給
面
で
大

き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

通
信
が
復
旧
せ
ず
、
被
害

の
実
態
が
確
認
で
き
な
い
。

青
森
か
ら
福
島
ま
で
津
波
に

の
ま
れ
た
充
填
基
地
、
販
売

店
は
相
当
数
あ
る
よ
う
だ
。

地
震
の
揺
れ
で
設
備
が
損
壊

し
た
充
填
基
地
も
太
平
洋
側

で
は
多
数
出
て
い
る
模
様
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
流
通
も
大
打
撃

を
受
け
て
い
る
。
Ｊ
Ｘ
仙
台

製
油
所
の
被
災
で
、
ガ
ソ
リ

ン
や
軽
油
な
ど
配
送
用
燃
料

の
供
給
も
危
機
的
状
況
に
あ

る
。
Ｌ
Ｐ
Ｇ
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
の
被
害
も
大
き
く
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
手
当
て
で
き
た
と
し

て
も
配
送
車
両
の
稼
働
が
困

難
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
。

現
在
、
在
庫
の
あ
る
Ｓ
Ｓ

で
は
緊
急
車
両
だ
け
に
給
油

し
て
い
る

「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
配

送
車
両
も
緊
急
車
両
に
含
め

て
も
ら
う
よ
う
行
政
に
申
し

入
れ
る
必
要
が
あ
る

元
売

関
係
者

Ｓ
Ｓ
の
多
く
は
表

玄
関
に
「
給
油
は
緊
急
車
両

だ
け
に
限
定
し
て
い
ま
す

「
給
油
で
き
ま
せ
ん
」
の
表

示
を
掲
げ
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
給
油
を
求
め
て

車
が
列
を
作
っ
て
い
る
光
景

が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
「
給

油
で
き
ま
せ
ん
」
と
表
示
さ

れ
た
Ｓ
Ｓ
に
車
を
横
付
け

し
、
救
助
ス
タ
ッ
フ
に
頼
み

込
む
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
た
。

▽

日
正
午
頃

仙
台
市

宮
城
野
区
扇
町
の
伊
藤
忠
エ

ネ
ク
ス
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
東
北

本
社
と
シ
ナ
ネ
ン
東
北
支

社
。
エ
ネ
ク
ス
Ｈ
Ｌ
東
北
で

は
吉
山
彰
二
社
長
は
じ
め
多

く
の
社
員
が
前
日
か
ら
会
社

に
泊
ま
っ
て
い
た
。
支
店
・

営
業
所
と
は
連
絡
が
取
れ
て

い
な
い
。
ガ
ソ
リ
ン
発
電
機

の
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し
て
い

る
の
で
、
夜
な
ど
の
使
用
に

備
え
、
昼
は
ガ
ス
発
電
機
で

必
要
最
小
限
の
電
源
を
確
保

し
て
い
た
。
充
填
場
の
容
器

置
き
場
の
容
器
は
「
す
べ
て

転
倒
し
た
」
が
、
設
備
に
異

常
は
な
い
模
様
。

「
緊
急
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
仙
台
支
店
エ
リ
ア
の

点
検
を
行
っ
て
い
た
。
８
班

に
分
か
れ
て
消
費
先
の
点
検

を
実
施
。
第
１
陣
は
軒
並
み

閉
栓
し
て
回
る
。
第
２
陣
は

点
検
・
開
栓
の
作
業
分
担
と

い
う
。
報
告
か
ら
は
「
青
葉

区
は
被
害
な
さ
そ
う
。
宮
城

野
区
で
は
ガ
ス
漏
れ
も
あ
り

そ
う

。
同
社
は
地
震
な
ど

の
災
害
時
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
こ

ん
ろ
、
鍋
な
ど
お
湯
を
沸
か

す
設
備
を
避
難
所
に
提
供
す

る
協
定
を
仙
台
市
と
結
ん
で

い
る
。
こ
の
時
点
で
そ
の
要

請
は
な
い
が
、
要
請
に
備
え

既
に
ト
ラ
ッ
ク
２
台
に
設
備

を
積
ん
で
準
備
し
て
い
た
。

シ
ナ
ネ
ン
東
北
支
社
も
ガ

ス
発
電
機
で
電
源
を
確
保
し

て
い
た
。
充
填
場
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
壊
れ
て
い
た
。
自
動

充
填
機
の
１
基
が
転
倒
し
、

「
充
填
業
務
は
し
ば
ら
く
で

き
な
さ
そ
う
。
固
定
式
な
ら

動
く
が
」
と
社
員
が
話
し
て

い
た
。
大
船
渡
市
に
あ
る
三

陸
営
業
所
と
は
「
連
絡
が
取

れ
な
い
」
と
い
う
。

▽

日

宮
城
県
岩
沼
市

の
二
の
倉
工
業
団
地
。
海
岸

か
ら
６
０
０
〜
８
０
０
㍍
の

範
囲
内
に
あ
る
ワ
タ
ヒ
ョ
ウ

岩
沼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
填
所
、
三

宝
物
産
岩
沼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
填

所
、
コ
ス
モ
ガ
ス
仙
台
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
津
波
に
の

ま
れ
た
。
団
地
入
り
口
に
は

自
衛
隊
員
が
立
ち
、
一
般
人

の
立
ち
入
り
を
制
止
し
た
。

団
地
奥
に
取
り
残
さ
れ
た
人

を
探
し
に
来
た
人
が
、
ひ
っ

き
り
な
し
に
や
っ
て
来
て
は

引
き
返
し
て
い
た
。
津
波
は

こ
の
辺
り
で
は
、
海
岸
か
ら

４
㌔
㍍
の
内
陸
を
南
北
に
走

る
仙
台
東
部
道
路
ま
で
到
達

し
た
。
海
岸
と
仙
台
東
部
道

路
に
挟
ま
れ
た
一
体
は
水
浸

し
。
崩
れ
た
建
物
の
が
れ
き

が
散
乱
し
、
充
填
所
か
ら
流

れ
出
た
と
思
わ
れ
る
容
器
も

多
数
散
乱
し
て
い
る
。
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■

日

◎
東
日
本
大
震
災
が
発

生
、
Ｍ
９
・
０

午
後
２
時

分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）

９
・
０
の
世
界
最
大
級
の
大

地
震
が
発
生
し
、
東
北
太
平

洋
岸
で
壊
滅
的
被
害
と
な
っ

た
。◎

業
界
団
体
が
災
害
対
策

本
部
設
置

各
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業

界
団
体
が
災
害
対
策
本
部
を

設
置
す
る
。
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
は
地
震
発
生
後
に
災
害

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

時
間
の
情
報
収
集
体
制
を
敷

く
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
大

地
震
発
生
直
後
の
午
後
３
時

に
、
川
本
宜
彦
会
長
を
本
部

長
と
す
る
「
災
害
対
策
中
央

本
部
」
を
設
置
し
た
。
日
本

簡
易
ガ
ス
協
会
は
午
後
５
時

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

被
害
状
況
の
把
握
、
関
係
機

関
へ
の
報
告
、
東
北
支
部
の

支
援
な
ど
を
開
始
。

◎
各
社
が
災
害
対
策
本
部

を
設
置

東
日
本
大
震
災
の

発
生
を
受
け
、
関
連
企
業
は

次
々
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
、
被
害
情
報
の
収
集
に
努

め
た
。
岩
谷
産
業
は
東
京
本

社
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
た
。
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス

は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
小

寺
明
社
長
を
本
部
長
と
す
る

災
害
対
策
本
部
を
本
社
内
に

設
置
し
た
。
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
は

田
島
晃
平
社
長
を
本
部
長
と

す
る
緊
急
対
策
本
部
を
設
置

し
た
。
大
陽
日
酸
は
地
震
発

生
直
後
、
本
社
に
災
害
総
合

対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
人

命
に
か
か
わ
る
医
療
用
ガ
ス

や
重
化
学
工
業
で
の
重
大
な

２
次
災
害
回
避
に
向
け
、
保

安
用
ガ
ス
の
供
給
を
最
優
先

に
取
り
組
む
。
大
丸
エ
ナ
ウ

ィ
ン
は
地
震
直
後
に
震
災
対

策
本
部
を
大
阪
市
の
本
社
に

立
ち
上
げ
た
。
被
災
エ
リ
ア

の
関
東
支
店
、
水
戸
営
業
所

の
社
員
が
、
顧
客
先
で
供
給

設
備
の
安
全
確
認
作
業
を
行

う
。
本
社
と
支
店
・
営
業
所

で
２
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
支

援
に
向
か
う
。ノ
ー
リ
ツ
は
、

國
井
総
一
郎
社
長
を
責
任
者

と
す
る
対
策
本
部
を
設
置
し

た
。
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
と

同
居
家
族
に
け
が
人
が
出
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
。
ヤ
ン

マ
ー
は
大
阪
市
の
本
社
に
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
ポ

ー
タ
ブ
ル
発
電
機
、
重
機
の

準
備
を
し
て
お
り
、
行
政
と

の
調
整
が
つ
き
次
第
、
現
地

に
搬
送
す
る
。
ヤ
ン
マ
ー
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
大
阪

市
の
本
社
に
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
た
。
東
京
支
社
が
連

絡
窓
口
と
し
て
必
要
な
物
資

を
ま
と
め
る
。
ナ
ッ
ク
は
緊

急
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。

◎
被
災
地
向
け
容
器
生
産

に
集
中

中
国
工
業
は
、
他

地
域
の
需
要
家
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
震
災
発
生
直
後
か

ら
呉
工
場
の
ラ
イ
ン
を
被
災

地
向
け
容
器
生
産
に
集
中
。

緊
急
出
荷
に
向
け
た
車
両
通

行
許
可
も
取
得
し
、
被
災
地

の
受
け
入
れ
先
企
業
か
ら
の

要
請
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
現

地
に
向
け
出
荷
で
き
る
体
制

を
整
え
る
。
被
災
地
の
社
員

な
ど
の
人
的
被
害
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
仙
台
支
店
が
入

居
す
る
ビ
ル
が
壊
滅
的
被
害

を
受
け
る
。
関
東
高
圧
容
器

製
作
所
も
被
災
地
に
向
け
た

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
出
荷
に
全
力

で
取
り
組
む
。
被
災
地
の
複

数
事
業
者
か
ら
容
器
出
荷
の

要
請
を
受
け
て
お
り
、
早
期

対
応
に
全
力
を
挙
げ
て
い

る
。◎

ナ
ッ
ク
、
ク
リ
ク
ラ
支

給

ナ
ッ
ク
は
、
震
災
で
は

同
社
グ
ル
ー
プ
社
員
の
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、

宮
城
県
の
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
事
業
仙
台
工
場
が
水
漏
れ

で
操
業
を
停
止
し
た
。
復
旧

ま
で
に
約
１
カ
月
を
要
す
る

見
込
み
。
復
旧
ま
で
の
間
は

他
工
場
で
代
替
生
産
す
る
。

仙
台
市
役
所
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
市
内
の
避
難
所
な
ど

カ
所
に
対
し
ク
リ
ク
ラ
を

支
給
。
避
難
所
１
カ
所
に

㍑
ボ
ト
ル
を

本
を
送
る
。

現
地
の
対
策
本
部
と
連
携

し
、
ク
リ
ク
ラ
ボ
ト
ル
だ
け

で
な
く
食
料
品
、
生
活
用
品

な
ど
を
関
東
か
ら
緊
急
車
両

を
手
配
し
て
配
送
。

◎
Ｌ
Ｐ
協
経
営
研
修
会
が

中
止

震
災
発
生
当
時
、
東

京
・
新
橋
の
共
栄
火
災
ビ
ル

の
８
階
で
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
の
経
営
研
修
会
中
だ
っ

た
。
揺
れ
の
影
響
で
天
井
の

３
枚
の
板
が
剥
奪
し
、
コ
ー

ド
で
か
ろ
う
じ
て
落
下
を
免

れ
る
状
態
だ
っ
た
。
揺
れ
が

納
ま
る
と
、携
帯
を
持
つ
人
、

部
屋
か
ら
飛
び
出
す
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
、
林
健
三
専
務

理
事
が
研
修
会
中
止
を
宣
言

し
た
。

同
ビ
ル
７
階
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
事
務
所
は
机
が
散
乱
。

ま
だ
揺
れ
残
る
な
か
、
職
員

（
瀬
谷
孝
之
課
長
代
理
）
が

災
害
時
緊
急
電
話
を
使
っ

て
、
各
県
協
会
に
電
話
連
絡
。

テ
レ
ビ
で
震
度
７
の
報
道
が

あ
り
騒
然
と
な
っ
た
が
、
林

専
務
理
事
は
「
ま
ず
自
分
の

身
を
守
れ
、
保
安
（
担
当
）

は
情
報
収
集
に
急
げ
」
と
冷

静
な
対
応
を
呼
び
か
け
た
。

◎
Ｊ
Ｇ
Ｋ
Ａ
の

周
年
記

念
祝
賀
会
が
中
止

日
本
ガ

ス
石
油
機
器
工
業
会
（
Ｊ
Ｇ

Ｋ
Ａ
）
は
東
京
・
丸
の
内
の

東
京
会
館
で
開
く
予
定
だ
っ

た

周
年
記
念
講
演
会
と
祝

賀
会
、
感
謝
状
贈
呈
を
中
止

し
た
。
吉
井
久
夫
前
会
長
は

「

周
年
記
念
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な

事
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

周
年
記
念
誌
を
作
成
し
た

の
で
、
当
工
業
会
の
経
緯
や

成
り
立
ち
を
た
ど
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。◎

宮
城
県
協
が
講
習
会
中

止

Ｌ
Ｐ
協
に
よ
る
と
、
震

災
当
日
は
宮
城
県
協
が
会
員

事
業
者
を
対
象
に
販
売
指
針

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
習
会

（
仙
台
市
・
ブ
ラ
ザ
ー
軒
）

を
開
い
て
い
た
が
、
大
地
震

が
発
生
し
た
直
後
に
中
止
に

し
た
。
講
師
の
１
人
と
し
て

現
地
に
入
っ
て
い
た
斎
木
冨

士
夫
・
Ｌ
Ｐ
協
事
務
局
長
か

ら
午
後
５
時
（
現
地
発
信
時

間
）
に
「
職
員
な
ど
を
含
め

た
関
係
者
は
全
員
無
事
」
と

メ
ー
ル
が
入
っ
た
（
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
事
務
局
受
信
時
間
午

後
８
時
）
と
い
う
。

◎
福
島
第
一
原
発
が
史
上

初
の
緊
急
事
態

政
府
は
午

後
７
時
３
分
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
自
動
停
止
し
た

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
に

関
連
し
、
史
上
初
め
て
と
な

る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発

令
し
た
。

■

日

◎
根
本
石
油
、
社
員
総
動

員
で
安
全
点
検

根
本
石
油

の
充
填
所
、
オ
ー
ト
ガ
ス
ス

タ
ン
ド
、
Ｓ
Ｓ
の
被
害
は
軽

微
だ
っ
た
。
し
か
し
、
浜
通

り
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ

ー
会
社
は
車
２
台
が
津
波
で

損
壊
し
た
。
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
模
様
だ
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

供
給
は
社
員
総
動
員
で
安
全

点
検
を
実
施
し
、
逐
次
供
給

を
再
開
し
て
い
る
。
根
本
一

彌
会
長
は
「
今
回
の
大
震
災

は
、
容
器
の
固
定
を
徹
底
し

た
矢
先
の
出
来
事
だ
っ
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
設
備
の
安
全

は
保
て
る
が
、
消
費
者
は
灯

油
な
ど
を
早
く
手
当
て
し
よ

う
と
奔
走
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
行
動
が
焦
燥
感
を
煽

り
、
品
薄
を
増
幅
さ
せ
る
こ

と
が
心
配
だ
。
東
北
地
方
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
で
あ
る
沿

岸
基
地
が
甚
大
な
被
害
を
被

っ
て
い
る
た
め
、
ど
の
よ
う

に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
確
保
し
て
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
か
が
大

き
な
問
題
だ
」
と
語
る
。

◎
伊
丹
産
業
、
伊
藤
工
機
、

新
コ
ス
モ
ス
電
機
が
災
害
対

策
本
部
立
ち
上
げ

伊
丹
産

業
は
午
前
８
時

分
に
、
東

北
関
東
防
災
災
害
対
策
本
部

を
本
社
内
に
立
ち
上
げ
た
。

液
化
石
油
ガ
ス
部
の
社
員
と

家
族
の
被
災
報
告
は
な
い
。

長
野
工
場
で
業
務
用
の
感
振

遮
断
が
１
件
あ
っ
た
が
復
旧

し
た
。
被
災
地
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
出
動
す
る

体
制
を
整
え
る
。
伊
藤
工
機

が
、
東
大
阪
市
の
本
社
内
に

地
震
復
興
支
援
本
部
を
立
ち

上
げ
た
。
新
コ
ス
モ
ス
電
機

が
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

仙
台
営
業
所
の
社
員
の
安
否

確
認
と
被
害
状
況
の
把
握
に

努
め
た
。

◎
ガ
ス
檢
、
仙
台
へ
緊
急

物
資
第
１
陣

ガ
ス
檢
本
社

の
山
門
敏
章
取
締
役
と
社
員

の
２
人
は
本
日
、
仙
台
事
業

所
へ
、
緊
急
物
資
第
１
陣
を

搬
送
し
た
。
国
道
４
号
線
を

仙
台
ま
で
北
上
し
車
中
泊
、

帰
り
は
山
形
県
経
由
で
十
数

時
間
か
け
て

日
に
帰
社
し

た
。

日
現
在
、
緊
急
物
資

輸
送
第
２
陣
派
遣
を
用
意
す

る
。
仙
台
事
業
所
で
は
ガ
ラ

■

日

ス
が
割
れ
る
な
ど
の
被
害
が

あ
っ
た
が
、
社
員
や
そ
の
近

親
者
な
ど
人
的
被
害
は
な
か

っ
た
。

◎
三
洋
な
ど
義
援
金
３
億

円

三
洋
電
機
販
売
な
ど
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
は
義

援
金
３
億
円
を
贈
る
。
支
援

物
資
は
ラ
ジ
オ
１
万
台
、
懐

中
電
灯
１
万
台
、
乾
電
池

万
個
。

日
に
は
追
加
支
援

と
し
て
ソ
ー
ラ
ー
ラ
ン
タ
ン

４
千
個
を
贈
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

◎
ニ
チ
ガ
ス
、
日
の
出
団

地
半
数
復
旧

ニ
チ
ガ
ス
東

関
東
支
店
は
、
地
盤
の
液
状

化
で
早
期
復
旧
が
困
難
な
日

の
出
団
地
（
調
定
数
１
９
０

０
件
）
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
シ
リ

ン
ダ
ー
供
給
に
切
り
替
え

る
。
屋
内
管
な
ど
の
安
全
確

認
を
実
施
し
た
う
え
、
こ
ん

ろ
の
み
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
え
る

状
態
に
す
る
。
本
日
午
後
２

時
現
在
、
同
団
地
ユ
ー
ザ
ー

の
ほ
ぼ
半
数
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

つ
な
い
だ
。
潮
来
市
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
給
油
規

制
を
実
施
す
る
。
活
躍
し
た

の
が
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
だ
っ
た

「
自
社
の
エ
コ
ス
タ
（
簡
易

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
車
充
填
シ
ス
テ

ム
）
で
満
タ
ン
走
行
し
て
、

復
旧
作
業
を
進
め
ら
れ
た
の

で
助
か
っ
た
。
こ
ん
ろ
だ
け

で
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
、
お
客
さ
ま
に
大
変
喜
ば

れ
て
い
る
。
今
回
、
改
め
て

災
害
に
も
強
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

実
感
し
た

（
向
井
正
弘
支

店
長
）
と
語
る
。
千
葉
タ
ー

ミ
ナ
ル
工
場
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
が
一
部
損
傷
し
た
。
ハ

ブ
基
地
機
能
は
埼
玉
工
場
へ

移
し
、
万
全
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供

給
を
期
す
。
千
葉
工
場
は
当

面
デ
ポ
と
し
て
活
用
し
て
い

く
。
ニ
チ
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の

都
市
ガ
ス
各
社
（
東
彩
ガ
ス
、

新
日
本
ガ
ス
、
東
日
本
ガ
ス
、

北
日
本
ガ
ス
）
の
被
害
は
軽

微
。
全
社
員
が
対
応
し
て
安

全
確
保
を
図
り
、
通
常
供
給

を
継
続
し
て
い
る
。

◎
東
京
ガ
ス
、
日
立
地
区

復
旧
は

日
〜
２
週
間

東

京
ガ
ス
が
、
茨
城
県
日
立
地

区
（
約
３
万
件
）
で
現
場
復

旧
作
業
を
開
始
し
た
。
被
害

甚
大
な
区
域
を
除
い
て

日

間
か
ら
２
週
間
程
度
で
の
復

旧
を
見
込
ん
で
い
る
。

◎
伊
藤
工
機
、
被
災
地
に

向
け
機
器
搬
送

伊
藤
工
機

は

日
か
ら
本
日
に
か
け
て

工
場
を
操
業
し
供
給
機
器
を

生
産
す
る
。
車
で
被
災
地
に

向
け
て
搬
送
し
た
。

◎
近
畿
で
支
援
会
議
、
救

援
物
資
で
支
援
担
当
決
ま
る

近
畿
業
界
で
被
災
地
支
援

の
準
備
が
進
む
。
関
西
広
域

連
合
委
員
会
が
、
神
戸
市
の

兵
庫
県
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
会

議
を
開
い
た
。
会
議
に
は
近

畿
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
連
合
会
の
北
嶋

一
郎
会
長
、都
市
ガ
ス
会
社
、

電
力
会
社
な
ど
が
出
席
し
、

被
災
者
救
援
策
や
物
資
支
援

策
を
検
討
し
た
。
救
援
物
資

の
支
援
は
京
都
府
と
滋
賀
県

が
福
島
県
を
、
大
阪
府
と
和

歌
山
県
が
岩
手
県
を
、
兵
庫

県
・
徳
島
県
・
鳥
取
県
が
宮

城
県
を
担
当
す
る
。

◎
供
給
停
止
、
一
般
ガ
ス

万
以
上

経
済
産
業
省
の

ま
と
め
に
よ
る
と
、
午
後
７

時
現
在
、
一
般
ガ
ス
は
合
計

■

日

万
４
１
４
３
戸
、
簡
易
ガ

ス
は
２
万
３
６
３
０
戸
で
供

給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。
気

仙
沼
ガ
ス
、
相
馬
ガ
ス
と
は

連
絡
が
つ
い
て
い
な
い
。

◎
リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
、
義

援
金
３
億
円

リ
コ
ー
エ
レ

メ
ッ
ク
ス
を
含
む
リ
コ
ー
グ

ル
ー
プ
は
総
額
３
億
円
の
義

援
金
を
送
る
こ
と
を
決
定
。

国
内
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
企
業

の
屋
外
広
告
灯
を
す
べ
て
消

灯
す
る
こ
と
も
決
め
た
。

◎
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
基
地
、

川
崎
、
鹿
島
、
青
森
、
新
潟

か
ら
は
出
荷

東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
東
京
湾
岸
と
太

平
洋
岸
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
・

精
製
基
地
の
う
ち
、
コ
ス
モ

石
油
千
葉
製
油
所
か
ら
の
出

荷
が
不
能
。
本
紙
が
関
係
機

関
か
ら
得
た
情
報
に
よ
る

と
、
午
前
の
段
階
で
、
東
北

最
大
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
基
地

で
も
あ
る
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
仙
台
製
油
所
で
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
石
油
製
品
の
出

荷
が
不
能
。
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
に
よ
る
と
、
午
前
か
ら
、

川
崎
港
の
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー

川
崎
製
造
所
、
鹿
島
港
の
鹿

島
液
化
ガ
ス
共
同
備
蓄
鹿
島

事
業
所
で
出
荷
が
始
ま
っ

た
。
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ

の
青
森
製
造
所
と
、
新
潟
ガ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
通
常
出

荷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
東
北

・
関
東
の
太
平
洋
岸
に
は
２

次
基
地
が
八
戸
、
釜
石
、
塩

釜
、
小
名
浜
の
４
基
地
が
あ

る
が
、
津
波
警
報
の
影
響
と

通
信
事
情
の
悪
化
で
情
報
は

入
っ
て
い
な
い
。
日
協
は
事

態
に
よ
っ
て
は
元
売
間
の
相

互
援
助
協
定
を
実
施
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
す
る
。

◎
２
次
基
地
や
充
填
所
、

ロ
ー
リ
ー
や
配
送
車
両
も
被

災

大
津
波
で
壊
滅
的
被
害

を
受
け
た
三
陸
・
八
戸
地
方

や
仙
台
港
周
辺
で
は
通
信
事

情
が
最
悪
と
な
り
全
貌
は
不

明
な
も
の
の
、
２
次
基
地
や

充
填
所
、
ロ
ー
リ
ー
や
配
送

車
両
も
か
な
り
被
災
し
て
い

る
模
様
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
出
荷
支

障
は
東
北
・
関
東
の
太
平
洋

岸
、
関
東
以
北
の
内
陸
部
も

含
め
広
範
囲
と
な
り
、
復
旧

ま
で
長
期
間
を
要
す
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

◎
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
運
送
、
交
通

渋
滞
や
停
電
影
響
も
全
力
挙

げ
る

東
京
湾
岸
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
出
荷
基
地
か
ら
の
出
荷
が

本
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

が
、
運
輸
関
係
者
に
よ
る
と
、

被
災
状
況
の
点
検
と
安
全
確

認
に
時
間
を
要
し
て
い
る
よ

う
で
、
ロ
ー
リ
ー
の
払
い
出

し
は
通
常
よ
り
か
な
り
少
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
輸
入
基
地
で
は
元
売
―

卸
売
間
の
契
約
分
に
つ
い
て

の
出
荷
が
優
先
さ
れ
、
追
加

出
荷
に
ま
で
追
い
つ
い
て
い

な
い
模
様
。
鉄
道
網
の
運
行

停
止
も
影
響
し
、
各
所
で
渋

滞
が
起
こ
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ

周
辺
で
の
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油

の
給
油
待
ち
車
列
も
各
所
で

見
ら
れ
、
こ
れ
が
渋
滞
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
。
関
係
者

に
よ
る
と
、
仮
に
ロ
ー
リ
ー

が
目
的
の
充
填
所
に
到
着
し

て
も
東
京
電
力
の
計
画
停
電

で
現
地
の
払
い
出
し
が
で
き

な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

関
係
者
は
「
と
に
か
く
ガ
ス

欠
し
な
い
よ
う
に
努
力
し
て

い
る
」
と
語
気
を
強
め
る
。

潮
来
市
・
日
の
出

団
地
の
復
旧
作
業

（
ニ
チ
ガ
ス
東
関

東
支
店
）

日

【
本
社
】
東
日
本
大
震
災

は
、
茨
城
県
内
に
も
多
く
の

被
害
を
出
し
た
。
揺
れ
が
激

し
か
っ
た
鉾
田
市
、
津
波
や

液
状
化
現
状
に
も
襲
わ
れ
た

神
栖
市
の
被
害
は
大
き
い
。

日
、
鹿
嶋
市
和
泉
川
に

充
填
所
を
持
つ
エ
ネ
サ
ン
ス

関
東
鹿
嶋
事
業
所
（
塚
越
英

司
所
長
）
は
、
既
に
緊
急
保

安
点
検
を
終
え
、
一
部
配
送

を
開
始
し
て
い
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
調
達
に
多
少
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
。
断
水
が
続
い

て
い
る
が
、
電
気
は
復
旧
済

み
。
電
話
は
つ
な
が
り
に
く

い
が
開
通
。
被
害
が
大
き
い

神
栖
市
内
は
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
順
次
復
旧
作
業
を
手

が
け
て
い
る
。

神
栖
市
に
あ
る
関
彰
商
事

鹿
島
営
業
所
の
充
填
所
は
、

震
災
直
後
に
空
容
器
が
数
本

倒
れ
た
程
度
で
、
特
に
被
害

は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、

事
務
所
は

日
正
午
現
在
も

停
電
が
続
い
て
い
た
。
こ
の

状
況
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
緊
急
点

検
な
ど
を
急
ぐ
。
製
パ
ン
工

場
へ
優
先
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
供
給
し
た
。
被
災
地
へ
届

け
る
パ
ン
が
焼
か
れ
て
い
る

と
い
う
。

津
波
と
液
状
化
の
被
害

は
、
同
社
鹿
島
営
業
所
よ
り

も
さ
ら
に
海
側
が
顕
著
。
津

波
に
流
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
自
動

車
、
散
乱
し
た
大
型
コ
ン
テ

ナ
が
被
害
の
様
子
を
う
か
が

わ
せ
る
。
ア
パ
ー
ト
に
集
中

供
給
す
る
縦
型
バ
ル
ク
貯
槽

は
、
し
っ
か
り
と
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
固
定
さ
れ
、
び
く
と

も
し
て
い
な
い
。

茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協

会
（
立
原
孝
夫
会
長
）
の
小

沼
求
・
鉾
田
支
部
長
（
小
沼

石
油
店
会
長
）
は

日
、

日
午
後
３
時

分
頃
に
発
生

し
た
地
震
の
影
響
で
、
鉾
田

市
鉾
田
で
震
度
６
弱
の
揺
れ

が
あ
っ
た
こ
と
を
振
り
返

り

「
立
っ
て
い
ら
れ
な
い

状
況
だ
っ
た
」
と
語
る
。
「
地

震
発
生
後
の
週
末
は
断
水
・

停
電
が
続
い
て
い
た
。
こ
の

た
め
Ｗ
発
電
住
宅
の
自
宅

で
、
井
戸
水
の
ポ
ン
プ
に
電

力
を
供
給
し
て
水
を
地
域
住

民
に
振
る
窑
っ
た

。

津波で移動した大型コンテナが住宅に迫る。
容器は傾いたまま 神栖市 ＝14日
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